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問 　交流館建設は
住民が望んでいるか

答 　理解されていると解釈している　

問 　活力あふれるまちづくりは
答 　第 6次総合計画に考えを反映する　

年
９
月
に
「
国
連
持
続
可

能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
で
採

択
さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま
で

の
国
際
社
会
全
体
の
目
標

で
あ
り
、「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
社
会
の
実
現
に
向

け
た
、
経
済
・
社
会
・
環
境

を
め
ぐ
る
総
合
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
。
村
の
目
指
す

将
来
像
と
そ
の
理
念
は
共

通
す
る
も
の
が
あ
る
た
め
、

第
６
次
総
合
計
画
策
定
の

参
考
と
す
る
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

答　
全
国
の
自
治
体
で
も

公
式
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
使
用
が
増
え
て
い

る
。
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
に
も
効
果
を
検
証
し

検
討
す
る
。

問　

今
後
、
持
続
可
能
で

活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答　
村
で
は
、
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
今
後
も

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

と
の
姉
妹
都
市
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
多
文
化

共
生
の
観
点
か
ら
幅
広
い

分
野
で
国
際
交
流
活
動
を

支
援
し
、
村
民
主
体
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
事
業
を

今
後
も
持
続
可
能
と
す
る

た
め
、
東
海
村
第
６
次
総

合
計
画
に
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇｓ
の
考
え

を
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）は
２
０
１
５

問　

事
業
を
中
断
し
、
工

事
費
が
４
億
円
追
加
と
な

る
こ
と
を
村
民
に
説
明
す

べ
き
だ
が
、
い
つ
実
施
す

る
の
か
。

答　

財
政
面
も
含
め
早

く
と
考
え
て
い
る
。

問　
立
案
段
階
で
住
民
へ

説
明
が
な
い
ま
ま
、
造
成

費
約
４
千
万
円
は
議
会
の

承
認
を
得
た
と
し
て
、
予

定
地
の
樹
木
伐
採
を
強
行
。

こ
れ
は
、
自
治
基
本
条
例

第
18
条
の
村
民
へ
の
説
明

責
任
と
い
う
主
旨
に
反
し

て
い
な
い
か
。

答　

基
本
構
想
段
階
か

ら
議
会
説
明
や
広
報
周
知

等
を
し
て
い
る
。

問　
同
条
例
第
24
条
で
は
、

の
事
前
公
表
と
村
民
意
見
の

公
募
を
求
め
て
い
る
。
意
見

を
積
極
的
に
求
め
た
か
。

答　

パ
ブ
コ
メ
実
施
は
定

か
で
は
な
い
が
、
住
民
代
表

で
あ
る
議
会
に
説
明
し
た
。

問　

同
条
例
に
あ
る
村
民

意
見
の
尊
重
と
結
果
の
公
表

に
つ
い
て
、
住
民
有
志
が
提

出
し
た
２
，１
７
５
名
の
署

名
を
ど
う
尊
重
し
対
応
し
た

か
公
表
す
べ
き
。
ま
た
、
無

用
に
予
定
地
の
樹
木
を
伐
採

し
た
事
は
、「
村
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
大
き
く
反

し
て
い
な
い
か
。

答　
多
く
の
署
名
が
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

事
業
を
継
続
し
つ
つ
、
住

民
の
疑
問
点
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
く
。

みすずの会

清
せ い

宮
み や

　寿
と し

子
こ

　議員

公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

アイダホフォールズ市庁舎にて
本村との姉妹都市交流は今年で37年におよぶ

東海村自治基本条例
（平成24年10月１日施行）

条例の概要をまとめたパンフレット表紙




